
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴを活用した、学び方改革】 

すべての常勤の教員と小中学生に、タブレット端末を配付しています。また、校内では、教室

をはじめ、体育館、特別教室、廊下でのＷＩＦＩ接続が可能であり、場所を選ばずネットワーク

環境が利用できます。また、国立情報学研究所が構築、運用している情報通信ネットワーク（サ

イネット）に接続をしており、各学校、各関係機関を結んだ授業等を行うことが可能です。 

【岡崎市 32人学級プロジェクトの実施】 

 岡崎市では、市独自の少人数学級として、令和 5 年度の小学 1 年生から 32 人による学級編

制を実施します。１学級の人数を減らすことで、一人一人の子供に対するよりきめ細かな指導・

支援ができる環境を実現し、「チーム学習」など子供たちの主体的な学びを推進します。 

【新たな学校の改革】 ※岡崎では「新しい時代の学校デザイン」として改革を進めています。 

＜日課の見直し＞ 

朝の帯時間の学習や清掃活動の行い方など、これまでの日課を見直すことで、子供と触れ合う

時間や教材研究をする時間を生み出しています。 

＜部活動の量から質への転換＞ 

平日の部活動を「週２日制」もしくは「週３日制」などにし、一週間の平日の活動時間を４時

間程度に抑えることで、子供が主体的に練習したり、地域や家庭で過ごしたりする時間を増やす

とともに、教師が勤務時間内に各種業務等を行う時間を確保するようにしています。 

【ＩＣＴの活用による効率的な業務の実現】 

＜オンラインによる会議の効率化＞ 

 オンラインで簡単に会議ができる環境が整っており、出張等の負担を減らすとともに、文書や

資料のデータ化、ペーパレス化により、業務の効率化を推進しています。 

＜Microsoft アカウントの配付で Office の最新機能の利用＞ 

 すべての教員に Microsoft アカウントが配付されるので、Word や PowerPoint などのソフ

トウェアが最新の状態で利用でき、文書や教材などの作成が快適に行えます。また任用期間中は、

無料で自宅の PC に Office のソフトウェアをインストールすることも可能です。 

＜職場外アクセス機能による情報の共有＞  

自宅のパソコンから、学校のパソコンに届いたメールの閲覧や、各種文書の 

編集を安全に行うことができるシステムが利用でき、時間をマネジメントして 

仕事ができます。 

＜自動採点システムや高速プリンタの導入による校務の効率化＞ 

子供たちの答案をスキャナで読み取り、自動的に採点を行うことができるシ 

ステムの導入や、高速カラープリンターの活用などにより、日々の校務の効率 

化を積極的に進めています。 

岡崎の学校は魅力

いっぱいでござる 

教育環境 

職場環境 

※チーム学習…子供たちが 4人のチームを組んで、互いに助け合いながら進める学習 


